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平成29年度 就任挨拶
（一社）帯広消費者協会 会長 丸谷 誠

消費者を取り巻く環境の変化が著しい大変な時勢の中、先日の定時総会

において会長に再任して頂きました。これまで２期４年努めて参りました会長

としての責務をひとまず大過なく遂げたことの安堵感と同時に、これからの２

年間のかじ取りを任せられた重責に身が引き締まる思いです。

先日の定時総会で退任された、三津原勝副会長、髙野雄一監事は２年間、山崎育子理

事は４年間、河合淳監事には６年間、髙橋正行理事には10年間にもわたり、当協会の活動

にご尽力頂きました。とりわけ、平成２７年５月～平成２９年５月までの在任期間には、当協

会の創立５０周年事業があったほか、同じ年に十勝消費者大会を帯広で開催するなど、か

つてないほどに慌ただしい時期にお力添えを頂きました。改めてお礼を申し上げる次第です。

さて、特殊詐欺などの消費者被害は、ピーク時に比べると減少をしてきたと言われており

ますがまだまだ被害件数、被害額ともに多い状況です。高齢者を狙った特殊詐欺、若者に

よるスマホ被害、インターネットを利用した通信販売の被害など手口が巧妙化しています。

最近では、被害に遭った人が、解決方法をインターネットで調べて、悪質な業者に依頼をし

て、さらに二次被害に遭うということも珍しくありません。事後的な救済は本当に難しいし、悪

質になればなるほど、回復が難しいのが消費者被害の実情といったところであり、被害事例

を耳にするたびに胸が痛くなる思いです。やはり、未然防止に向けた、啓発活動が何よりも

重要だということを痛感するところであり、当協会も迅速かつ、正確な情報発信をしていかな

ければならないと思います。

インターネットが普及したことにより情報収集手段が多様化しており、誤った情報により二

次被害を受けるというケースも見られます。地元に消費者協会があること、その地元の消費

者協会が情報発信していくということは、大きな意義があるものと確信しています。消費者を

取り巻く環境は今後ますます厳しくなることが予想されます。そのような状況だからこそ、

我々消費者団体がその存在感を発揮して、皆様のご理解ご協力を得ながら、一丸となって

十勝の消費者の権利を擁護することに力を注ぎたいと思います。
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平成29年度 定時総会報告

総会終了後、林家木久扇・木久蔵の親子

師匠が演じる落語を楽しみながら、近年多発

する悪質商法等の手口の再現ドラマをもとに、

被害に遭わないための対策法、周囲の見守

りの大切さを描いた「林家木久扇・木久蔵の

高齢者を狙う詐欺・悪質商法」の消費者被

害防止DVDを鑑賞しました。

5月26日とかちプラザ2階・視聴覚室において、出席者

272名（委任状等218名を含む）のもと、平成29年度定時

総会が開催されました。

開会にあたり、丸谷会長より「TPPについては、アメリカ

の離脱で消費者にとって不透明な部分があり、引き続

き情報収集と発信に努める。消費者被害はピークに比

べ減少しているが絶対数はあり、スマホの普及による低

年齢化やネットによる通信販売の被害が増加傾向にあ

る。地元協会からの消費者情報の発信、啓発活動の意

義は大きい。」と挨拶がありました。

続いて、来賓の帯広市市民活動部長 野原隆美様、十勝総合振興局保健環境部環境生活課長 清水直

子様からご挨拶をいただき、総会に入りました。

総会では、平成28年度事業報告及び収支決算報告の承認とともに、すでに理事会で決定を受けた平成29

年度事業計画書及び収支予算書について説明がありました。質疑では、「班活動の支援」について質問があ

り、会員拡大に向けた取り組みの一つとしての活動である旨説明されました。

その後、理事・監事の任期満了に伴う選任では、総会を暫時休憩して行われた「理事・監事選考委員会」

で、退任した三津原勝副会長、髙橋正行理事、山崎育子理事、河合淳監事、髙野雄一監事に代わり、新た

に河西智子氏、小澤直樹氏、小池寿氏、医王田勝美氏、大越武治氏が候補者に、他の方は留任の候補者

として報告があり、満場一致で報告のとおり承認されました。

なお、総会終了後に開催された理事会において、会長に丸谷誠氏が、副会長に村上早苗氏と谷津恵子氏

が、また、専務理事に小笹勅雄氏がそれぞれ選定されました。

※活動方針について、詳しくは総会

議案「平成29年度事業計画書」をご

覧ください。

（ホームページでもご覧いただけま

す。）
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平成29年度 テーマ 「 行動しよう 消費者の未来へ」

街 頭 啓 発

毎年5月は「消費者月間」です。消費者被害防

止のための啓発活動を30日に実施しました。

丸谷会長はじめ、村上副会長、谷津副会長、

帯広協会会員、十勝総合振興局環境生活課、帯

広市市民活動部の皆様計26名が参加し、藤丸前

ふれあい広場、長崎屋帯広店前交差点周辺、帯

広市図書館前交差点周辺にて、被害防止用のチ

ラシと啓発用粗品300部を配布しました。

移動「消費生活パネル展」

5月16日～19日に、帯広市役所市民ホールに

て、「消費生活パネル展」を開催しました。

パネル展では、架空請求、おれおれ詐欺、送り

付け商法などの悪質商法の手口を紹介し、国民生

活センターの「見守り新鮮情報」を掲示して、注

意喚起を行いました。また、第８回消費者川柳コ

ンクールのお知らせとともに、昨年度作成した

「川柳かるた」の展示も行いました。

展示物の一部は、

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽｾﾝﾀｰで展示中です。

配布粗品

H29/5/31
十勝毎日新聞
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6,156.00 5,934.33

6,156.00 5,934.33

プロパンガス（メーター買い）3店

今　月

前　月

5,815.00

5,815.00

最低 最高 平均

最高 平均

135.00

135.00

128.78

129.78前　月

今　月 126.00

126.00

最高 平均

9,396.00

9,396.00

9,990.00

9,990.00

9,619.00

9,619.002,851.00 2,891.00 2,871.67

ガソリン(１㍑当たり)９店

１０㎥当たり１㎥当たり

最低 最高 平均

2,851.00 2,891.00 2,871.67

５㎥当たり

最低 最低

今　月 74.00 81.00 77.81

前　月 74.00 83.16 77.64

灯油（１㍑当たり）10店

最低 最高 平均

今年度の地場産品料理講習会は「そば打ち体験」を実施します。
初心者の方も、講師が親切丁寧にご指導します。お誘い合わせの上、
ぜひご参加下さい。

日 時：平成29年6月24日（土） 10:00～14:00

場 所：とかちプラザ4階 調理室

講 師：音更蕎麦研究会

会 費：500円(一般参加は800円）

定 員：20名

持ち物：エプロン、三角巾、ふきん

購入日

平成29年5月中旬～

6月6日まで
単位：円（小数点以下銭）

無料弁護士相談会開催のご案内

日 時： ① 平成29年 8月18日（金） 【時間は各回とも13：30～15：30】

② 平成29年 9月22日（金）

③ 平成29年10月20日（金）

④ 平成29年11月17日（金）

⑤ 平成29年12月15日（金）

⑥ 平成30年 2月16日（金）

場 所： 帯広市消費生活アドバイスセンター 第3相談室(とかちﾌﾟﾗｻﾞ１階)

人 数： 各回4名(帯広市民の方に限ります。) 一人30分

申 込： 帯広市消費生活アドバイスセンター TEL22-8393(10:00～17:00）

※事前予約が必要です。
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大会テーマ

『 地域と学ぶ 消費者の安全・安心 』

と き 平成 29年 ７ 月 7 日 (金)

10：00 ～ 15：10 （ 受付 9：30～9：50 ）

ところ 浦幌町コスミックホール 2階大ホール
( 浦幌町本町 駅前 ☎ 015-576-3034 )

参加費 700円 （昼食代）

■ 講 演 会 演 題 「 いまこそ 十勝の時代！～次世代に社会を引き渡すために 」

講 師 近江 正隆 氏（株式会社 ノースプロダクション 代表）

■ 全 体 会 議 ○テーマ 「 いま 地域が熱い！～国も認める『うらスタ』ってなに？ 」

・コーディネーター

北村 貴 氏（株式会社グロッシー 代表取締役）

・パネラー

門馬 孝敬 氏（うらほろスタイル推進地域協議会 会長）

佐藤 陽子 氏（上浦幌中央小学校教諭）

森 健太 氏（浦幌地域おこし協力隊）

近江 正隆 氏

■ リラクゼーション 北海道十勝ミュージックケア研究会

※ どなたでも参加できます。お誘い合わせの上、お気軽にご参加下さい。

※ 申し込みは、6月20日(火)までに、帯広消費者協会にお申し込み下さい。

保険加入のため、年齢確認を致します。

※ 大会当日は、ﾏｲはし・ﾏｲﾊﾞｯｸﾞをご持参下さい。個々の会議用大封筒の配布はありません。

※ 集合場所は、帯広市役所ロータリーに当日8時35分集合です。(時間厳守でお願いします。)

【申込先；帯広消費者協会 Tel 0155-22-7161・ Fax 0155-66-5965 】
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　地域消費者講座　受付中！

Ｑ

Ａ

平成29年度 4月・5月相談件数

帯広市消費生活アドバイスセンター

（0155）22-8393室

友人から「人を紹介すると儲かる」「○○年後には△△倍になる」と仮想通貨の購入を推

められています。近いうちに価値が上がり絶対に儲かると言われていますが、信用して大丈

夫でしょうか。

「仮想通貨」とは、インターネット上にしか存在しないお金です。

欲しい人が増え需要が増えると価値は上がり、需要がなければ価値は下がります。

仮想通貨は世界共通の単位で、たくさんの仮想通貨が存在します。

最近「ここでしか買えない」「必ず価値があがる」「高値で購入時より買い取る」と仮想

通貨を購入させお金を支払わせた後、連絡がとれなくなったり、取引相場が急激に低下し儲

かるどころか損をした等投資詐欺のような手口が増加しています。「仮想通貨」はショッピ

ングや送金などの支払い決済方法の１つとして利用されていますが、法的規制はありません

でした。仮想通貨が身近になりつつある中、新しい制度が開始されました。

平成29年4月に「資金決済法」が改正され、仮想通貨交換サービスを行う為には金融

庁・財務局の登録が必要になった等、適切に実施されるようになりました。

仮想通貨の勧誘をうけたら、①取引相場の価格変動のリスクを伴う為、必ずしも値上がり

するというものではないこと。②登録業者しか取り扱えないこと（登録がなければ国内で仮

想通貨と法定通貨の交換サービスを行うことができない）等を十分に理解し、仮想通貨の仕

組みや取引に伴うリスクなどが理解できなければ契約しないことが大切です。また、金融

庁・財務局などの行政機関が特定の仮想通貨を推奨したり、購入に関する勧誘をすることも

ありません。

理解できない儲け話には乗らないことがトラブルを避けるための

ポイントです。

談相

「仮想通貨」に関するもうけ話に注意が必要です‼

町内会、老人会、各種サークル等で、消費者に係わる、

訪問販売・通信販売・悪質商法など、身近な問題について

学んでみませんか？相談員が講師として無料で伺います。

DVD等も用意しております。

ご希望のテーマにそった講座を実施いたしますので、お

気軽に下記までお問合せください。

帯広市消費生活アドバイスセンター

TEL（0155）22-8393

4月

114 件

累計件数

248 件

5月

134 件
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